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心臓病教室に参加しませんか
テーマ：①動悸について知ろう !!

②心臓病の運動療法って ?　
興味のある人は気軽にご参加ください

●講師　①榎本耕治　医師
②本村衣吏　理学療法士

●日時　1 月 27 日（金） 午後 3 時～ 4 時
●場所　地域医療研修センター（南病棟 4 階）
●参加費　無料（事前申込不要）
問市民病院 　☎ 63-1115（中央 2 階病棟）

荒尾市民病院 Arao Municipal Hospital
市 民 を愛す る   市 民 に愛さ れ る    病 院 へ市 民 を愛す る   市 民 に愛さ れ る    病 院 へ

●求人職種　 ❶ 看護師　❷ 助産師
❸ 薬剤師　
❹事務職（一般企業または病院経験）

●採用試験日　1 月 20 日（金）
●応募締切　1 月 17 日（火）必着
●応募方法　履歴書（卒業見込証明書、成績証明書、

免許証の写しの添付）
事務職は職務経歴書添付

●提出先　荒尾市民病院総務係
〒 864-0041　荒尾市荒尾 2600 番地

   問市民病院（総務係）　☎ 63-1115

※応募資格などの詳細は、荒尾市民病院ホームペー
ジをご覧ください。

平成 24 年度 職 員 募 集
市民を愛する
市民に愛される　病院へ

公開講座を行います
テーマ：「今年から始めるダイエット習慣」

～正月太りからのリセット～
●講師　西原敦子　管理栄養士
●日時　1 月 19 日（木） 午後 3 時～ 4 時 30 分
●場所　地域医療研修センター（南病棟 4 階）
●参加費　無料（事前申込不要）
問市民病院 　☎ 63-1115（内線）230 看護部長室
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「荒 尾市民病院あり方検討会」（会長　小野友道　熊本
保健科学大学学長）は、総務省が策定した公立病

院改革ガイドラインに基づき、「荒尾市民病院中期経営計
画」に関する平成 22 年度実施状況の点検・評価を行い、
報告書を取りまとめました。

本年度は 2 回の検討会を経て、平成 23 年 12 月 21 日（水）
に小野会長と高橋洋副会長（荒尾市医師会会長）から市
長へ、「荒尾市民病院中期経営計画の実施状況に関する点
検・評価報告書」が提出されました。

市では、この報告書の内容を最大限尊重し、引き続き
病院の健全経営に努めます。

報告書の主な内容

◆経営効率化の視点
平成 22 年度の決算状況については、医師確

保の取り組みを通じた常勤医師 2 人の増員な
どから昨年度に続き増収増益となり、約 2 億 9
千万円の純利益が生じた。また、診療技術部門
や看護師の増員による医療スタッフの充実や、
院内保育所の設置などにより、医療の質の向上
と病院職員が働きやすい環境づくりが行われて
いる。そして、奨学金制度を通じて、医学生や
看護学生が奨学生として制度を活用するなど、
将来を見据えた医師、看護師確保にも取り組ん
でいて、全般的には順調に進んでいる。

ただし、重要業績指標の内「病床利用率」、「平
均在院日数」、「材料費対医業収益比率」は目標
を達成していないため、今後も目標達成に向け
て努力しながら、医業収益向上のため診療科の
増設に直結する医師確保の強化が望まれる。

◆再編・ネットワーク化の視点
中期経営計画では、平成 23 年度までに近隣

の中核病院などとの再編・統合の結論を取りま
とめたいと示してあるが、現在、近隣の病院が
得意分野を活かしながら、ネットワーク化につ
ながる取り組みが進められている状況であり、
その延長上に再編・ネットワーク化の方向性が
見えてくると期待される。また、再編・統合の
方針と合わせて、老朽化している病院施設の具
体的な建設計画に着手すべきであると考える。

◆経営形態の見直しの視点
平成 21 年度から地方公営企業法を全部適用

し、病院事業管理者を中心に経営改善に向けた
取り組みが進められているところである。現在
の経営状況を見る限りにおいては、経営形態の
見直しを行う必要はないと考えられる。

荒尾市民病院
中期経営計画の
実施状況に関する
点検・評価報告書が
提出されました

※報告書の詳しい内容は、市のホームペー
ジに掲載しています。

問政策企画課　☎ 63-1273
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